
令和7年度の保健所連携推進会議及び指導医講習会はハイブリッド形式で、参加者数は保健所連携

推進会議23名、指導医講習会19名（現地参加13名、オンライン参加6名）でした。

今回の指導医講習会は、「社会医学系専門医制度について」の説明に加え、「公衆衛生医師の確保

と育成に関する委員会」の顧問で香川県中讃保健所長の横山勝教先生が作成された、「フィードバッ

ク技法を学ぶ」のスライドを活用させて頂き、専攻医等への評価の際に必要となるフィードバック技

法をテーマに講義を行いました。

社会医学系専門医協会が整備する専門研修プログラム整備基準では、専門研修の評価において年次

終了時・研修要素終了時・日常的にフィードバックを行う旨の記載があり、フィードバック法の学習

については指導医マニュアルによる学習や、指導医研修で行うこととなっています。指導医マニュア

ルでは「形成的評価に基づくフィードバック」を行うこと、フィードバックの際には「知識や技能に

関する事項のみならず、多職種評価の結果なども参考として、倫理性や社会性に関しても指導を行

う」との記載があります。

新しいフィードバックでは、従来的な「一方通行」ではなく、次世代のエース（ＡＣＥ）を育てる

ためのＡ（appreciation）、Ｃ（Coaching）、E（Evaluation）を意識して、双方向の対話を通じた

フィードバックが求められます。今回の資料を参考に、ＡＣＥなど必要な項目を意識しながら双方向

の対話に基づくフィードバックを行い、専攻医の指導のみならず日常的な業務においても活用頂けれ

ば幸いです。
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